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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】シャンプー、ボディシャンプー等のスキンケア用の洗浄剤に用いる、洗浄性、起
泡性に優れるアニオン界面活性剤を主成分とする洗浄剤組成物において、洗浄時の泡立ち
のみならず、泡質が良好で、すすぎ時のさっぱり感、洗浄後の感触（滑らかさ、しっとり
感）に優れる洗浄剤組成物の提供。
【解決手段】特定のカチオン性単量体及び特定のノニオン性単量体から構成されるカチオ
ン性基含有共重合体（例えば、メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロラ
イド／ジアリルジメチルアンモニウムクロライド／アクリルアミド＝２４／２９／４７（
モル％）共重合体）と、非イオン性高分子とを含有する洗浄剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式（１）～（３）で表される単量体（ａ）～（ｃ）に由来する構成単位を有する
カチオン性基含有共重合体であって、各構成単位の割合が、単量体（ａ）由来の構成単位
が４０～８０重量％、単量体（ｂ）由来の構成単位が１０～３５重量％、単量体（ｃ）由
来の構成単位が１０～４０重量％である（Ａ）カチオン性基含有共重合体と、
（Ｂ）非イオン性高分子とを含有してなる洗浄剤組成物。
単量体（ａ）
【化１】

（式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ２及びＲ３はそれぞれ独立して炭素数１
～４のアルキル基又はアルケニル基を表し、Ｒ４は水素原子又は炭素数１～４のアルキル
基若しくはアルケニル基を表し、Ｘ－は酸の共役塩基、ハロゲン原子又は炭素数１～４の
アルキルサルフェート基を表し、ｎは１～５の整数を表す。）
単量体（ｂ）

【化２】

（式中、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立して水素原子又はメチル基を表し、Ｒ７及びＲ８は
それぞれ独立して水素原子又は炭素数１～４のアルキル基若しくはアルコキシ基を表し、
Ｘ－は酸の共役塩基、ハロゲン原子又は炭素数１～４のアルキルサルフェート基を表す。
）
単量体（ｃ）

【化３】

（式中、Ｒ９は前記の意味を表し、Ｒ１０及びＲ１１はそれぞれ独立して水素原子又は炭
素数１～４のアルキル基若しくはアルケニル基を表す。）
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【請求項２】
前記（Ａ）カチオン性基含有共重合体を０．０１～１０重量％含有する請求項１に記載の
洗浄剤組成物。
【請求項３】
前記（Ａ）カチオン性基含有共重合体の重量平均分子量が１０万～５００万である請求項
１又は２に記載の洗浄剤組成物。
【請求項４】
前記（Ｂ）非イオン性高分子が、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセル
ロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリエチレングリコール及び高重合ポリ
エチレングリコールの中から選ばれる１種又は２種以上である請求項１～３のいずれか１
項に記載の洗浄剤組成物。
【請求項５】
更に（Ｃ）アニオン性界面活性剤を含有してなる請求項１～４のいずれか１項に記載の洗
浄剤組成物。
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本発明は、洗浄剤組成物に関し、更に詳しくは、洗浄時の泡立ち、泡質が良好で、すす
ぎ時のさっぱり感、洗浄後の滑らかさ、しっとり感に優れる洗浄剤組成物に関する。
【０００２】
　従来、シャンプー、ボディシャンプー等の洗浄剤組成物には、洗浄性、起泡性に優れる
アニオン界面活性剤を主成分とする各種洗浄成分が配合されているが、洗浄時の泡立ちは
良いものの、泡質が細かくクリーミーでない場合や洗浄後の感触も皮膚や毛髪を必要以上
に脱脂してしまい悪くなる場合もある。
【０００３】
　そこで洗浄時の泡質や洗浄後の感触を改良する目的で各種高分子の配合が検討されてお
り、例えば、特許文献１には、両性ポリマーとカチオン性ポリマーを配合した洗浄性とコ
ンディショニング効果に優れた組成物、特許文献２には、モノサッカライド誘導体やオリ
ゴサッカライド誘導体と両性ポリマーを配合した起泡性、泡改質及びすすぎ時の感触に優
れた組成物、特許文献３には、非イオン性モノマーとアニオン性モノマー及びカチオン性
モノマーよりなる両性ポリマーを配合した、コンディショニング効果に優れた組成物が提
案されているが、これらの提案では、使用時の泡立ち、泡改質及び感触、使用後の感触で
満足のいくものではなかった。
【０００４】
　更に、特許文献４、５には、特定のカチオン性モノマーと特定の非イオン性モノマーよ
りなるポリマーを配合したコンディショニング効果の付与に優れた組成物が提案されてい
るが、実施例中の特定のカチオン性モノマーと特定の非イオン性モノマーの組成比では泡
改質及び洗浄後の滑らかさ、しっとり感が不十分であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特表２００２－５３２５３２号公報
【特許文献２】特開平７－１６６１９１号公報
【特許文献３】特開平５－２４６８２８号公報
【特許文献４】米国特許第５３３８５４１号明細書
【特許文献５】特開２００８－３１４４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　本発明は、洗浄剤組成物に関し、更に詳しくは、洗浄時の泡立ち、泡質が良好で、すす
ぎ時のさっぱり感、洗浄後の滑らかさ、しっとり感に優れる洗浄剤組成物を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、下記一般式（１）～（３）
で表される単量体（ａ）～（ｃ）に由来する構成単位を有するカチオン性基含有共重合体
であって、各構成単量体の割合が単量体（ａ）４０～８０重量％、単量体（ｂ）１０～３
５重量％、単量体（ｃ）１０～４０重量％である（Ａ）カチオン性基含有共重合体と、（
Ｂ）非イオン性高分子とを配合することで、上記要件を満たす洗浄剤組成物が得られるこ
とを見出し、本発明を完成させた。
単量体（ａ）
【化１】

（式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ２及びＲ３はそれぞれ独立して炭素数１
～４のアルキル基又はアルケニル基を表し、Ｒ４は水素原子又は炭素数１～４のアルキル
基若しくはアルケニル基を表し、Ｘ－は酸の共役塩基、ハロゲン原子、又は炭素数１～４
のアルキルサルフェート基を表し、ｎは１～５の整数を表す。）
単量体（ｂ）
【化２】

（式中、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立して水素原子又はメチル基を表し、Ｒ７及びＲ８は
それぞれ独立して水素原子又は炭素数１～４のアルキル基若しくはアルコキシ基を表し、
Ｘ－は酸の共役塩基、ハロゲン原子又は炭素数１～４のアルキルサルフェート基を表す。
）
単量体（ｃ）
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【化３】

（式中、Ｒ９は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ１０及びＲ１１はそれぞれ独立して水素
原子又は炭素数１～４のアルキル基若しくはアルケニル基を表す。）
【０００８】
　すなわち、本発明によれば、特定のカチオン性単量体と特定のノニオン性単量体から構
成されるカチオン性基含有共重合体と、非イオン性高分子とを配合することで、洗浄時の
泡立ち、泡質が良好で、すすぎ時のさっぱり感、洗浄後の滑らかさ、しっとり感に優れる
洗浄剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下に、本発明の洗浄剤組成物について詳述する。
　本発明に使用される（Ａ）成分のカチオン性基含有共重合体としては、下記一般式（１
）～（３）で表される単量体（ａ）～（ｃ）に由来する構成単位を有するカチオン性基含
有共重合体であって、各構成単量体が（ａ）４０～８０重量％、（２）１０～３５重量％
、（３）１０～４０重量％である（Ａ）カチオン性基含有共重合体である。
【００１０】
【化１】

（式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ２及びＲ３はそれぞれ独立して炭素数１
～４のアルキル基又はアルケニル基を表し、Ｒ４は水素原子又は炭素数１～４のアルキル
基若しくはアルケニル基を表し、Ｘ－は酸の共役塩基、ハロゲン原子、又は炭素数１～４
のアルキルサルフェート基を表し、ｎは１～５の整数を表す。）
【００１１】

【化２】
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（式中、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立して水素原子又はメチル基を表し、Ｒ７及びＲ８は
それぞれ独立して水素原子、又は炭素数１～４のアルキル基若しくはアルコキシ基を表し
、Ｘ－は酸の共役塩基、ハロゲン原子、又は炭素数１～４のアルキルサルフェート基を表
す。）
【００１２】
【化３】

（式中、Ｒ９は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ１０及びＲ１１はそれぞれ独立して水素
原子又は炭素数１～４のアルキル基若しくはアルケニル基を表す。）
【００１３】
　前記一般式（１）で表されるカチオン性基含有単量体は、ジメチルアミノエチル（メタ
）アクリルアミド、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、ジプロピルアミノエ
チル（メタ）アクリルアミド、ジイソプロピルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、ジ
ブチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、ジイソブチルアミノエチル（メタ）アクリ
ルアミド、ジ－ｔ－ブチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、ジメチルアミノプロピ
ル（メタ）アクリルアミド、ジエチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、ジプロピ
ルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、ジイソプロピルアミノプロピル（メタ）アク
リルアミド、ジブチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、ジイソブチルアミノプロ
ピル（メタ）アクリルアミド、ジ－ｔ－ブチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド等
のジアルキルアミノ基を有する単量体の４級化物が挙げられ、Ｘ－は無機又は有機アニオ
ンであり、四級アンモニウムの塩を形成し得るものであれば、どのようなものでも構わな
いが、例えば塩化メチル、塩化エチル、臭化メチル、ヨウ化メチル等のハロゲン化アルキ
ル、硫酸ジメチル、硫酸ジエチル、硫酸ジ－ｎ－プロピル等の一般的な４級化剤で４級化
した４級アンモニウム塩が挙げられる。
【００１４】
　これらの中で、特にジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミドの４級化物が好適
に用いられる。本発明では、これらのカチオン性基含有単量体の中から選ばれる１種以上
を任意に用いることができる。
【００１５】
　前記一般式（２）で表されるカチオン性基含有単量体は、アルキルジアリルアンモニウ
ム塩であり、一般式（２）において、４級アンモニウム窒素の置換基であるＲ７及びＲ８

は、同一又は異なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～４のアルキル基若しくはアル
コキシ基である。炭素数１～４のアルキル基或いはアルコキシ基は直鎖状、分岐状いずれ
のものでも良く、また、ヒドロキシル基が一部置換されていても良い。炭素数１～４のア
ルキル基としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、２－ヒドロキシエチル
基、２－ヒドロキシプロピル基等が挙げられる。炭素数１～４のアルコキシ基としては、
メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ブトキシ基、ｔ－ブトキシ
基等が挙げられる。また、一般式（２）において、Ｘ－は無機又は有機アニオンであり、
四級アンモニウムの塩を形成し得るものであれば、どのようなものでも構わないが、例え
ば塩化メチル、塩化エチル、臭化メチル、ヨウ化メチル等のハロゲン化アルキル、硫酸ジ
メチル、硫酸ジエチル、硫酸ジ－ｎ－プロピル等の一般的な４級化剤で４級化した４級ア
ンモニウム塩が挙げられる。
【００１６】
　これらの中で、特にジメチルジアリルアンモニウムクロライドが好適に用いられる。本
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発明では、これらのカチオン性基含有単量体の中から選ばれる１種以上を任意に用いるこ
とができる。
【００１７】
　前記一般式（３）で表される非イオン性単量体としては、（メタ）アクリルアミド系単
量体であり、一般式（３）において、窒素置換基であるＲ１０及びＲ１１は、同一又は異
なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～４のアルキル基若しくはアルケニル基であれ
ばいずれのものでも良く、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソブチル（メタ）アクリルアミド等が
挙げられる。
【００１８】
　これらの中で、（メタ）アクリルアミド系単量体が好ましく、特に（メタ）アクリルア
ミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミドが好適に用いられる。本発明では、これ
らの（メタ）アクリルアミド系単量体の中から選ばれる１種以上を任意に用いることがで
きる。
【００１９】
　カチオン性基含有共重合体を構成する単量体（ａ）カチオン性基含有単量体、（ｂ）ジ
アリルアミン系単量体、（ｃ）（メタ）アクリルアミド系単量体の構成割合は、（ａ）４
０～８０重量％、（ｂ）１０～３５重量％、（ｃ）１０～４０重量％が好ましく、（ａ）
４０～７０重量％、（ｂ）１５～３５重量％、（ｃ）１５～３５重量％がより好ましく、
特に（１）４０～６０重量％、（ｂ）１５～３５重量％、（ｃ）２０～３０重量％が好ま
しい。（ａ）カチオン性基含有単量体、（ｂ）ジアリルアミン系単量体のカチオン性単量
体の構成割合が少な過ぎても、界面活性剤成分とのコンプレックスを形成し難くなり、す
すぎ時にきしむなど感触が不十分となり、多過ぎても、洗浄後にべたつくなど感触が悪く
なり好ましくない。
【００２０】
　（Ａ）成分の洗浄剤組成物中の配合量は、０．０１～１０重量％、好ましくは０．０５
～５重量％、より好ましくは０．１～３重量％である。配合量が０．０１重量％未満では
界面活性剤とのコンプレックスが生成し難く十分なコンディショニング効果が得られず、
１０重量％を越えてもべたつくなど効果が向上せず好ましくない。
【００２１】
　更に（Ａ）成分の重量平均分子量は、１０万～５００万、好ましくは３０万～３５０万
、より好ましくは５０万～２５０万である。重量平均分子量は小さ過ぎてもポリマーとし
ての性質が発現し難く、大き過ぎてもコンディショニング効果や泡改質効果が向上せず好
ましくない。
【００２２】
　本発明のカチオン性基含有共重合体を製造する方法としては特に限定はないが、通常は
水溶液重合法、懸濁重合法、乳化重合法、沈澱重合法などの方法によることが好ましく、
また重合装置としては特に制限はないが、高粘度となる場合など蓋を有するニーダーを使
用することも出来る。水溶液重合法としては、水、親水性有機溶媒、あるいはこれらの混
合溶媒等に可溶なモノマー成分を添加し、窒素、炭酸ガス等の不活性ガスによる置換等に
より系内の溶存酸素を除去した後、重合開始剤を添加して反応させる方法が挙げられる。
重合開始温度は通常２０～９０℃程度であり、常温あるいは４０～８０℃が好ましく、反
応時間は１～１０時間程度である。ここで用いられるモノマー混合溶液の濃度は１０～５
０重量％ であることが好ましい。
【００２３】
　上記親水性有機溶媒の代表例としては、メタノール、エタノール、２－プロパノール等
の低級アルコール、テトラヒドロフラン、ジオキサン等の環状エーテル、アセトン、アセ
トニトリル、ジメチルスルホキシド等が挙げられ、これらの中で特に、エタノール、２－
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プロパノール等が好ましい。
【００２４】
　また、重合開始剤としては、水中に均一に溶解する過酸化物、有機又は無機過酸若しく
はその塩、アゾビス系化合物の単独或いは還元剤との組合せによるレドックス系のものが
用いられ、それらの代表的な例としては、例えば、２,２'－アゾビス（２－アミジノプロ
パン）二塩酸塩、２,２'－アゾビス〔２－（５－メチル－２－イミゾリン－２－イル）プ
ロパン〕二塩酸塩、２,２'－アゾビス〔２－（２－イミダゾリン－２－イル）プロパン〕
二塩酸塩、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過酸化水素、過硫
酸塩とトリエチルアミン、トリエタノールアミン、ジメチルアニリン等の第三級アミンと
の組合せ等が挙げられる。これらの中でも、２,２'－アゾビスイソブチロニトリル、２,
２'－アゾビス（２－アミジノプロパン）二塩酸塩、２,２'－アゾビス〔２－（５－メチ
ル－２－イミダゾリン－２－イル）プロパン〕二塩酸塩、２,２'－アゾビス〔２－（２－
イミダゾリン－２－イル）プロパン〕二塩酸塩、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウム若し
くは過硫酸アンモニウムの単独、又はこれらの過硫酸塩とトリエチルアミン、トリエタノ
ールアミン若しくはジメチルアニリン等の第三級アミンとの組合せが特に好ましい。
【００２５】
　重合開始剤の使用量としては、モノマー成分を基準として０．０１～５モル％、好まし
くは０．０１～３モル％、特に好ましくは０．０１～１モル％の範囲である。因みに、重
合開始剤の使用量が多すぎるときは、主鎖の高分子鎖の重合度が上がらず、期待する性能
が発揮できない。一方、少なすぎる時は重合反応の反応率が上がらず、残留モノマーの量
が増加するという難点がある。
【００２６】
　また、本発明のポリマーにおいては、各モノマーの付加する順序は特に指定されるもの
ではなく、ブロック状に付加していてもランダム状に付加していてもよいが、通常は各モ
ノマーがランダム状に付加されたポリマーが得られる。
【００２７】
　本発明に使用される（Ｂ）成分の非イオン性高分子は具体的には、ヒドロキシエチルセ
ルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリ
エチレングリコール、高重合ポリエチレングリコール、及びポリビニルアルコール等が挙
げられ、１種又は２種以上を任意に用いることができる。
【００２８】
　（Ｂ）成分の洗浄剤組成物中の配合量は、０．００１～２重量％が好ましく、より好ま
しくは０．０１～１質量％、更に好ましくは０．０５～０．５質量％である。（Ｂ）成分
を前記範囲とすることにより、泡立ち、泡質、洗い流し時のぬるつきの無さ、タオルドラ
イ後のしっとり感を実現する観点から好適である。
【００２９】
　更に、本発明の洗浄剤組成物には、（Ｃ）アニオン性界面活性剤を配合することができ
る。具体的には、ラウリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム等の高級脂肪酸塩、ラ
ウリル硫酸カリウム等のアルキル硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、ポリオキシエチレンア
ルキル硫酸塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、Ｎ－アシルサルコシン塩、Ｎ－アシルア
ミノ酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、アルキルエーテル酢酸塩、ポリオキシエチレン
アルキルエーテル酢酸塩、Ｎ－アシル－Ｎ－メチルタウリン塩等のＮ－アシル－Ｎ－アル
キルタウリン塩等のナトリウム、カリウム、アンモニウム、トリエタノールアミン、ジエ
タノールアミン等が挙げられるが、特に限定されるものではない。
【００３０】
　（Ｃ）成分の洗浄剤組成物中の配合量は、５～４０重量％が好ましく、より好ましくは
１０～３０重量％である。（Ｃ）成分を前記範囲とすることにより、洗浄剤組成物中にア
ニオン性界面活性剤と共重合体とのコンプレックスが形成され、洗浄や濯ぎの際にこのコ
ンプレックスが析出し良好な使用性を得られが、（Ｃ）成分の配合量が少な過ぎると、洗
浄剤組成物としての機能が得られず、多過ぎても、効果が向上せず好ましくない。
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【００３１】
　本発明の洗浄剤組成物には（Ａ）以外のカチオン性高分子を配合することができる。具
体的には、カチオン変性セルロースエーテル誘導体、カチオン変性天然系多糖類誘導体、
ポリジメチルジアリルアンモニウムハライド、ジメチルジアリルアンモニウムハライドと
アクリルアミドのコポリマー、塩化ジメチルジアリルアンモニウム誘導体（アクリルアミ
ド・アクリル酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体、アクリル酸・塩化ジメチ
ルジアリルアンモニウム共重合体等）等が挙げられ、これらの中でも、塩化Ｏ－［２－ヒ
ドロキシ－３－（トリメチルアンモニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロース、塩化
Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニオ）プロピル］グァーガム、塩化ジメ
チルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体、及びアクリルアミド・アクリル酸
・塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体が特に好適に用いられる。
【００３２】
　本発明の洗浄剤組成物には、発明の効果を損なわない範囲で洗浄剤組成物に通常使用さ
れる界面活性剤、薬効剤、抗炎症剤、殺菌剤、防腐剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、有機
および無機粉体、粘度調整剤、色素、固形油分、半固形油分、パール化剤、増粘剤などを
発明の効果を損なわない範囲で必要に応じて配合することができる。具体的には、洗浄剤
組成物などで通常使用されるものでよく、使用目的や要求機能などにより適宜選択され、
例えば、両性界面活性剤としては、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸ア
ミドプロピルベタイン等のアミドベタイン型、ラウリルアミドアルキレンジメチルアミノ
スルホベタイン等のアミドスルホベタイン型、ラウリル(ジメチル)ベタイン、ステアリル
(ジメチル)ベタイン、ステアリルジヒドロキシエチルベタイン等のベタイン型、ラウリル
スルホベタイン、ラウリルヒドロキシスルホベタイン等のスルホベタイン型、２－ウンデ
シル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチルカルボキシメチル）－２－イミダゾリンナトリウ
ム、２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロキシ２
ナトリウム塩、ヤシ油アルキルＮ－カルボキシエチルＮ－ヒドロキシエチルイミダゾリニ
ウムベタイン等のイミダゾリニウム型両性活性剤等が挙げられ、ノニオン性界面活性剤と
しては、ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソルビタン等のソルビタン脂肪
酸エステル類、ラウリン酸ジエチレングリコール、ラウリン酸プロピレングリコール、モ
ノオレイン酸エチレングリコール、ジステアリン酸エチレングリコール等のアルキレング
リコール脂肪酸エステル類、硬化ヒマシ油誘導体、グリセリンアルキルエーテル、ＰＯＥ
ソルビタンモノオレエート、モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン等のＰＯＥ
ソルビタン脂肪酸エステル類、ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート等のＰＯＥソルビット
脂肪酸エステル類、ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート等のＰＯＥグリセリン脂肪
酸エステル類、ポリエチレングリコールモノオレート、ＰＯＥジステアレート等のＰＯＥ
グリセリン脂肪酸エステル類、ＰＯＥ－オクチルドデシルエーテル等のＰＯＥアルキルエ
ーテル類、ＰＯＥノニルフェニルエーテル等のＰＯＥアルキルフェニルエーテル類、ＰＯ
Ｅ・ＰＯＰアルキルエーテル類、プルロニック型類、ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ
油誘導体、糖エステル系、糖エーテル系、糖アミド系等の糖類、アルキルグリコシド等が
挙げられ、半極性界面活性剤としてはラウラミンオキシド（ラウリルジメチルアミンオキ
シド）が挙げられ、これら両性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、半極性界面活性剤は
市販のものをそのまま用いることができ、配合量は、通常０～１０重量％が好ましい。
【００３３】
　アニオン性高分子としては、アクリル酸誘導体（ポリアクリル酸及びその塩、アクリル
酸・アクリルアミド・アクリル酸エチル共重合体及びその塩等）、メタクリル酸誘導体、
クロトン酸誘導体等が、ノニオン性高分子としては、アクリル酸誘導体（アクリル酸ヒド
ロキシエチル・アクリル酸メトキシエチル共重合体、ポリアクリルアミド等）、ビニルピ
ロリドン誘導体（ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン・酢酸ビニル共重合体等）等
が挙げられ、配合量は、０．１～１重量％が好ましい。
【００３４】
　油分としては、高級アルコール、シリコーン油、オリーブ油、ホホバ油、流動パラフィ
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ン、脂肪酸アルキルエステル油等が挙げられる。これらの中でもシリコーン油及び／又は
高級アルコールを配合すると、乾燥後のサラサラ感が向上するため本発明の目的において
特に有効である。シリコーン油としては不揮発性のポリジメチルシロキサン類を使用する
ことが好ましい。高級アルコールは通常、炭素数８以上のアルコールを指すが、炭素数８
～２２のアルコールを使用するのが好ましく、セチルアルコール（セタノール）又はステ
アリルアルコールを使用することがより好ましい。油分の配合量は、０．１～３重量％が
好ましい。
【００３５】
　パール化剤として、ジステアリン酸エチレングリコールなどの脂肪酸エチレングリコー
ル等、懸濁剤としてはポリスチレン乳化物等が挙げられ、配合量は、０．１～２重量％が
好ましい。増粘剤として、ラウリン酸プロピレングリコール、ラウリン酸ブチレングリコ
ール、ラウリン酸ジエチレングリコール等のラウリン酸アルキレングリコール、ラウリン
酸モノエタノールアミド、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド等の脂肪酸エタノールアミド
が挙げられ、配合量は、０．１～５重量％の配合が好ましい。
【００３６】
　その他の成分として、動植物の天然エキス及びその誘導体、クエン酸、乳酸等の有機酸
、塩化ナトリウム等の無機塩、アミノ酸類（グルタミン酸またはその塩、アルギニンまた
はその塩、グリシンなど）、可溶化剤（エタノール、イソプロパノール、ブタノール等）
、多価アルコール類（エチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコ
ール、ジプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、１，３－ブチレングリコー
ル、グリセリン、ジグリセリン、イソプレングリコール等）、糖類（ソルビトール、マル
チトール、キシリトール、グルコース、フルクトース、マンニトール、イノシトール等）
、ヒアルロン酸等の高分子類、酸化防止剤、紫外線吸収剤、殺菌剤、防腐剤、キレート剤
、香料、色剤、高級脂肪酸、増粘剤、金属封鎖剤（エデト酸塩等）、ｐＨ調整剤、起泡増
進剤等を本発明の効果を損なわない範囲で適宜配合できる。
【００３７】
　本発明の洗浄剤組成物は、肌や毛髪に使用する任意の洗浄剤組成物を意味し、例えば、
シャンプー、ボディシャンプー等のいわゆる洗浄剤や、リンス、コンディショナー、トリ
ートメント、ヘアパック、ヘアスプレー、ヘアフォーム、スタイリング剤等のいわゆる毛
髪処理剤等を広く含むものであって、その使用用途に制限はないが、特にシャンプー、ボ
ディシャンプー等の洗浄剤として優れた効果を発揮する。また、その使用形態も、肌や毛
髪等に塗布し全体によくなじませた後に洗い流す（すすぐ）ものや、洗い流さないものも
含む。
【実施例】
【００３８】
　次に、本発明を実施例により更に詳細に説明するが、本発明は実施例に限定されるもの
ではない。
【００３９】
（共重合体の製造）
　温度計、窒素ガス導入管及び撹拌装置を備えた反応器に、メタクリルアミドプロピルト
リメチルアンモニウムクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）４０質量部、ジアリルジメチルアンモ
ニウムクロライド（ＤＡＤＭＡＣ）３５質量部（６５質量％水溶液として５４質量部）、
アクリルアミド（ＡＡｍ）２５質量部（５０質量％水溶液として５０質量部）、イオン交
換水７００質量部を内容積１Ｌのガラス製フラスコ中に入れ、混合溶解し窒素置換した。
窒素雰囲気下、撹拌しながら５０℃まで徐々に加熱した。この重合系組成物に２,２'－ア
ゾビス（２－アミジノプロパン）二塩酸塩を０．２０質量部添加し、重合を開始した。４
５～５５℃で１５時間反応後冷却し、共重合体１を得た。
【００４０】
　得られたポリマーの各単量体の割合は、ＭＡＰＴＡＣ／ＤＡＤＭＡＣ／ＡＡｍ＝２４／
２９／４７（モル百分率）であり、重量平均分子量は２２０万であった。なお、重量平均
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分子量は次のように行った。ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（カラム：ＯＨｐ
ａｋＳＢ－８０６ＭＨＱ×２（昭和電工株式会社製）、カラム温度：４０℃、検出器：Ｒ
Ｉ、溶媒：０．２５Ｍ酢酸／０．０５Ｍ硝酸ナトリウム水溶液（ｐＨ＝３．５）、流速：
１．０ｍｌ／分、試料濃度：０．５％、注入量：５０μｌ）を用いて、プルラン（Ｓｈｏ
ｄｅｘＳＴＡＮＤＡＲＤＰ－８２、昭和電工株式会社製）を標準物質として重量平均分子
量を求めた。
【００４１】
　表１に記載の単量体組成を用いたこと以外は、上記共重合体１と同様にして共重合体２
～５を製造した。得られた共重合体の、全構成単位中の各単量体に相当する構成単位の重
量部／モル百分率と重量平均分子量を表１に示した。表１における数値は全て固形分とし
ての質量である。
【００４２】
【表１】

【００４３】
ＭＡＰＴＡＣ：メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロライド
ＤＡＤＭＡＣ：ジアリルジメチルアンモニウムクロライド
ＡＡｍ：アクリルアミド
ＤＭＡＡ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド
【００４４】
　また、実施例１～４及び比較例１～８に示す皮膚洗浄剤組成物を常法により調製し、効
果の測定を以下の試験方法１にて実施し、結果を表２に示した。含有量は全て活性成分の
重量％を示す。
【００４５】
　本実施例中で用いた試験方法は下記の通りである。
【００４６】
試験方法１（泡立ち、泡質（クリーミー性）、すすぎ時のさっぱり感、洗浄後の滑らかさ
、しっとり感）
　両手を水で濡らした後、皮膚洗浄剤組成物１ｍｌを手に採って１０秒間両手を擦り合わ
せた後、泡立ち（速泡性）、泡質（クリーミー性）、続けて、流水で手指に付いて泡や洗
液をすすぎ流し、すすぎ時のさっぱり感を、タオルドライ後、手肌の感触から洗浄後の滑
らかさ、しっとり感を１０名の専門パネラーにて、官能的に下記基準で評価した。
　　　　　　◎：良いと答えた人が９人以上の場合
　　　　　　○：良いと答えた人が６～８人の場合
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　　　　　　×：良いと答えた人が２人以下の場合
【００４７】
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【表２】

【００４８】
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　次に、実施例５～７及び比較例９～１０に示す毛髪洗浄剤組成物を常法により調製し、
効果の測定を以下の試験方法２にて実施し、結果を表３に示した。含有量は重量％である
。
【００４９】
試験方法２（洗浄時の使用感と洗浄後の感触）
健康黒髪にブリーチ処理を３０分行った損傷毛髪束（２０ｇ×２０ｃｍ）用いて、毛髪洗
浄剤１．０ｇを塗布し、３０秒間泡立て、その後すすいでタオルドライ後ドライヤーで乾
燥した時の洗浄時の使用感（泡立ち、泡質、滑り性）と洗浄後の感触（滑らかさ、しっと
り感）を１０名の専門パネラーにて、官能的に比較し、下記基準で評価した。
 
　　　　　　◎：良いと答えた人が９人以上の場合
　　　　　　○：良いと答えた人が６～８人の場合
　　　　　　△：良いと答えた人が３～５人の場合
　　　　　　×：良いと答えた人が２人以下の場合
【００５０】
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【表３】

【００５１】
　実施例１～７及び比較例１～１０より明らかなように、本発明の洗浄剤組成物は、洗浄
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時の泡立ち、泡質、すすぎ時のさっぱり感、洗浄後の滑らかさ、しっとり感を付与に優れ
た性能を示した。
【００５２】
　上記記載のごとく、本発明は、特定のカチオン性単量体と特定のノニオン性単量体から
構成されるカチオン性基含有共重合体と、非イオン性高分子とを配合することで洗浄時の
泡立ち、泡質が良好で、すすぎ時のさっぱり感、洗浄後の滑らかさ、しっとり感に優れる
洗浄剤組成物を提供する事が出来る。
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